
©令和6年度福島県ICT導入モデル施設発信事業

「見守り体制の構築」
～ニコニコに関わる全ての人のために～

【施設名】 医療法人社団 博英会
介護老人保健施設 ニコニコリハビリ

【発表者名】 濱名智、鈴木郁華



©令和6年度福島県ICT導入モデル施設発信事業

１．施設の概要
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施設概要

・運営 医療法人社団 博英会

・開設年月日 平成5年3月

・所在地 福島県西白河郡西郷村字道南東11番地

・施設名 介護老人保健施設 ニコニコリハビリ

・開設年月日 平成17年4月1日

・所在地 福島県西白河郡西郷村下前田東4番地

・サービス種別

施設サービス

◇通所リハビリテーション 定員50名

◇入所 定員 100名

2階 50名（一般棟10名 認知棟40名）

3階 50名

◇訪問リハビリテーション 登録100名
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はじめに
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応募

モデル事業決定
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２．取り組みの流れ
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2月
～3月

取り組み全体の流れ
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8～
10月

10～
12月

12月
～1月

パッケージモデル プロジェクトの流れ

・プロジェクトチームの立ち上げ
・改善活動を検討、実行に移すための体制づくり
（役割分担の検討）
・介護現場での課題把握（因果関係図づくり）
・介護ロボットの選定（デモ機3社）

• 介護ロボット導入準備（保管場所・活用ルール等の検討）
• 通信環境の改善、KPIで使用するアンケート項目の検討
• 導入後のリスク検討、導入前のKPI測定

• 期待していた効果（仮説）に対する、効果検証
• 振り返りミーティングの実施（良かった点、今
後改善する点等の検討）

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A ・導入後のKPI測定、使用感のアンケート実施
・現場からの意見をもとにマニュアル等の見直し
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プロジェクトチームの立ち上げ

⇩

生産性向上推進委員会を中心にメンバーを構成。

プロジェクトの目的を共有した。

手順１ 改善活動の準備

7

プロジェクトメンバー表

◇プロジェクトリーダーは委員会の
委員長を選出。

◇職員数が少なく全メンバーでの
話し合いの時間を確保することが
できず情報共有が大変だった。
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手順２ 現場の課題を見える化

・課題の見える化を図るため、気づきシートを使用してフロア全スタッフから
情報を収集。

8

職員最低でも1枚記入するよう依頼。提出の確認は名簿にチェックを入れる形をとる。
複数枚提出してくれた職員もいた為、78枚の気づきシート回収。職員も現場での課題に気付いてい
ることを再認識できた。
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手順２ 現場の課題を見える化

・指導のもとプロジェクトメンバーで因果関係づくりを実施

気づきシートの問題点を1つずつ付箋に記載。それを因果関係図にしていく。
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実際に作成した
『因果関係図』
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課題の見える化

気づきシートや因果関係づくりから、当施設では、

職員が少ない

見守りが不足している事が原因で、転倒リスクが高い

事故リスクがある

利用者家族の不安に繋がる

（転倒して骨折してしまうのではないか？という不安）

その要因として…

ナースコール対応が追い付かない、
既存のセンサー対応に空振りがある事が主な原因！
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手順３ 実行計画を立てよう 課題解決の道筋

『Nsコールが追い付かない、センサーに空振りがある』に対し

『Nsコールと連動した見守り支援機器』を導入することにより

『Nsコールでセンサー対応ができる』ようになり
（ナースコールが手元で把握できるようになり）

『見守りが不足している』という問題が解消・軽減され

『転倒リスクが高い』ことが改善され

『事故のリスクがあり、利用者・家族の不安』の改善が期待できる

11

深堀要因

介護ロボット
の種類

好転された
深堀原因

原因

結果

悪影響
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実行計画を立てる上で大変だったこと

「利用者・家族の不安」の改善が期待できる

職員が不安に感じる時間帯を改善すればいい！？

利用者や家族の不安軽減につなげられるのではないか？

と考え方を変更しながらの動きになったこと。

12

何で測定する？
前例がない！！

結果



©令和6年度福島県ICT導入モデル施設発信事業

手順3 実行計画を立てよう
介護ロボットの選定の軸

◇どのような機器を現場が希望するのかアンケートを実施

13

17

14

9

4

2
2 111

通知が手元で確認できる

カメラ機能付きセンサー

スタッフ同士がデバイスでやり取りできる

ワイズマンと連動

居室番号だけでなく名前までわかるもの

センサーのON/OFF切り替えができる

Nsコールとセンサーの違いがわかる

統一されたセンサー

居室とステーションで連絡が取れる
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手順3 実行計画を立てよう
導入機器の絞り込み

◇アンケート結果をもとに以下の３社の見守り機器を候補とし
デモ機導入に向けメーカ各社に連絡調整を行う。
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トーテックアメニティ
【見守りライフ】

B社

C社
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デモ機導入可能なメーカーは2社。

当施設が望んでいる物が全てそろって…という状況でのスタートにはならず。

15

予想外

問題発生
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機器の比較検討

16

比較項目

※求める機能
A社

トーテックアメニティ

「見守りライフ」
B社 C社

（記入例）生体センサー
〇

体温・血圧が確認可能

✕

カメラタイプにつき不可

▲

離床のみ

ナースコールとの連動

〇

アイフォンであればコネクトを購入す

ると直接差し込むこと可能

▲（9/10現在　要確認）

※施設既存の物では無理そう？
×

ワイズマンとの連携
〇

〇 〇

通知が手元で確認できる

〇

スマホで確認可能。ただし居室から離

れると若干のタイムラグあり

▲

iPodで確認可能だが実機が少なく実用

性は未検証

〇

但しデモ未実施

カメラ機能
▲

実機が無く未実施

▲

実機が無く未実施

〇

但しデモ未実施

スタッフ同士の連絡
×

あくまでもスマホには通知

▲

一台しかデモ機が無かった

多床室で個別に判断できる
〇

個別に設定すれば可能

〇

個別に設定すれば可能

▲

居室の配置設定、変更がやや複雑

通知のON/OFFができる
〇

設定すれば可能

〇

設定すれば可能

設定・設置の利便性
▲

今回のルーターはやや不安定。また、ルーター

の電源が12時間くらいしか持たない。

▲

現状居室の場所によって中継器が必要

機器との接続が切れることがある

▲

デモ機使用の為にも簡易工事が必要

コスト 見積もり依頼済 ▲ ×

総評 〇 ▲ ▲

デモ機が借
りられず、
オンライン
での商品説
明等を受け
る。しかし、
当施設が
思っている
機器ではな
かった。
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機器の比較検討
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比較した結果、

①Nsコールとの連動 ②多床室での個別判断 ③通知のON/OFF設定

④カメラから導入する機器を『見守りライフ』に決定
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問題発生②

当施設のＮｓコールは古すぎて、職員が望むものを導入するとなると2階、
3階のＮｓコールの入れ替えが必要。

入れ替えを行うとなると大規模な工事が必要だった為、
今回は見送る形になってしまった。
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手順４ 改善活動に取り組もう

導入機器が決定してから行ったこと

①導入するにあたり、予想されるリスクの洗い出し

②予想したリスクを7つのうち手に基づいて対策を立て、
事前にやるべきことを整理した

19
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手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入の準備

20

≪7つの打ち手≫

同時に行う改善取り組み 具体的内容

1 職場環境の整備

手元で確認するデバイスの置き場所
職員の携帯の方法
デバイスの充電タイミング
通信環境の確認、整備

2 業務の明確化と役割分担
日中の携帯者は各日勤リーダー
夜間帯は夜勤者全員

3 手順書の作成
デバイスの操作方法（通知が来た時の対応のみ）
を簡易的にマニュアル作成担当者が作成し、各フロアのステーションに掲示

4 記録・報告様式の工夫 通常通り特記事項で記載

5 情報共有の工夫 申し送りやフロアミーティング委員会から説明を行う

6 OJTの仕組みづくり プロジェクトメンバーがメーカーから設置方法のレクチャーを受ける

7 理念・行動指針の徹底 カメラの取り扱い方について職員へ周知。本人・家族への説明と同意について

※手元で確認するデバイス＝スマホ
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手順４ 改善活動に取り組もう 7つの打ち手
1 職場環境の整備

具体的内容

・手元で確認するデバイスの置き場所 ・職員の携帯方法

・デバイスの充電のタイミング ・通信環境の確認、整備

21

携帯は
たすき掛けで
統一！
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手順4 改善活動に取り組もう 7つの打ち手
2 業務の明確化と役割分担

具体的内容

日中の携帯者は日勤リーダー（Ns.も）

夜勤者は全員

22

日勤帯
日勤リーダー
Nsの日勤リーダー

計4名

夜間帯
夜勤者全員

計5名
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手順4 改善活動に取り組もう 7つの打ち手
3 手順書の作成

23

具体的内容
スマホの操作方法（通知が来た時の対応のみ）を簡易的にマニュアル作成担当者が作成し、
各フロアのステーションに掲示
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手順４ 改善活動に取り組もう 7つの打ち手
4 記録・報告様式の工夫

具体的内容

通常通りワイズマンに日中は「特記記録」、夜間は「夜間行動」で記載

24
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手順４ 改善活動に取り組もう 7つの打ち手
5 情報共有の工夫

申し送りやフロアミーティングで委員会から説明を行う

25
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手順４ 改善活動に取り組もう 7つの打ち手
6 OJTの仕組みづくり

メーカーから設置方法をプロジェクトメンバーが指導してもらう

26
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手順４ 改善活動に取り組もう 7つの打ち手
7 理念・行動指針の徹底

カメラの取り扱い方について職員へ周知。

本人・家族への説明と同意について

27



©令和6年度福島県ICT導入モデル施設発信事業

手順４ 改善活動に取り組もう
①介護ロボット導入決定後の準備

◇職員への通知について

施設長から文章を出してもらい、全職員の共通認識を高めた。

また全職員対象に集まって説明をする機会を確保するというのが難しいため、

アンケートを取る際やデモ機を導入する際などは文章で各フロアに周知をしたり、

フロアミーティングで報告をしていた。

28
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改善活動
KPIの設定

29

・取り組みの効果を測定するために、取り組み前後でKPIを測定した。
・測定項目は課題を文章化した内容から設定、測定を実施した。

測定したKPI 測定方法 測定時期

夜間帯の歩数 万歩計を使用
導入前 R6年12月23日～12月30日

導入後 R7年3月6日～3月13日

訪室回数 正の字を記入してカウントする 〃

アンケート（職員対象）
Googleフォームを使用して個人個人に
回答をしてもらう

〃
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KPIの測定

30

夜間帯歩数記入記録表

測定期間　R7年1月20日～1月27日　　　

測定時間　20：00～7：00

期間中時間ごとに万歩計の歩数を記入してください。

使用する万歩計は時間ごとにリセットしてこの表に記入してください。

日付 20：00～0：00 0：00～3：00 3：00～7：00

12月23日

12月24日

12月25日

12月26日

12月27日

12月28日

12月29日

12月30日

夜間訪室回数記録表 

対象者：      様 

測定期間 R7 年 月 日～ 月 日 

訪室時正の字を記入してください。 

 

居室   号室     1 月   日 

20：00～0：00 

 

 

 

0：00～3：00 

 

 

  

3：00～7：00 

 

 

 

 

 

A：対象時間の訪室回

数の合計数：   

回 

 

B：対象時間の訪室

回数の合計数： 

C:対象時間の訪室

回数の合計： 
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KPIの測定

31

＊現在使用しているセンサーに不安はありますか  はい  いいえ 

＊ナースコールの対応が追い付かないと感じたことはありますか  ある  なし 

＊センサー反応時居室へ訪問して空振りだったことはありますか  ある  ない 

＊手元でセンサー場所を確認出来たらいいなと感じたことはありますか ある  ない 

＊夜勤帯で不安な時間帯はどこですか 

①20：00-0：00  ②0：00-3：00  ③3：00-7：00 

 

ご協力ありがとうございました。次回は『見守りライフ』導入後にアンケートを行い

ますので再度ご協力よろしくお願いします。 

また、今後指標となる『歩数、訪室回数』の測定も行っていきますので合わせてご協

力よろしくお願いします。 

ICT導入プロジェクト（モデル事業）アンケート 

お疲れ様です。業務における負担分析を行うため、業務に対する身体的・精神的負担

感のアンケートを行います。この調査は ICT 導入前と導入後の比較検討を目的とした

ものです。 

＊性別 男性 女性           ＊所属   2階 3階 看護師  

＊経験年数 0-5年 6-10年 11-15年 16年以上 

＊勤務形態 常勤  非常勤 

 

＊日勤帯で利用者利用者様の対応に不安なことはあるか  ある  なし 

 上記で【ある】と答えた方は以下の質問にお答えください。 

＊利用者の居室への訪室回数は多いと思いますか  はい  いいえ 

＊現在使用しているセンサーに不安はありますか  はい  いいえ 

＊ナースコールの対応が追い付かないと感じたことはありますか  ある  なし 

＊センサー反応時居室へ訪問して空振りだったことはありますか  ある  ない 

＊手元でセンサー場所を確認出来たらいいなと感じたことはありますか ある  ない 

＊日勤帯で不安な時間帯はどこですか 

①7：00-12：00  ②12：00-16：00  ③16：00-20：00 

 

＊夜勤帯で利用者様の対応で不安なことはあるか  ある  なし 夜勤は入らない 

上記で【ある】と答えた方は以下の質問にお答えください。 

＊利用者の居室への訪室回数は多いと思いますか  はい  いいえ 
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改善活動に取り組む際に大変だった点

•申請時期までの期間が短くて十分な情報収集ができない中で色々なこ
とを決定していくのが大変だった。

32
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小さな成功事例

職員の動きや周囲の環境にも敏感に反応し、
本人の動きも早く転倒が多かった。

↓

カメラを設置し、本人の居室での動きがわかるようになり転倒が減った。

33
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そんな中…

通信環境の工事終了！

納品完了！

年末年始は電源を入れずに職員への周知期間としていたが…

コロナ発生！本格始動は時期がずれて1月20日からとなる

34
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導入の成果

35
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導入の成果

2階（認知棟） アンケートの結果

①良かった点

夜間の動きがわかる、行動パターンの把握、訪室の優先順位がつけやすく
なった、職員の負担軽減になった、訪室回数の軽減

36

夜間の行動
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導入の成果

2階 アンケートの結果

②悪い点

不具合が生じると対応が遅くなり心配、携帯が邪魔、配線が多すぎて
安全確認が必要と感じた、導入前にレクチャー、

トラブル時の対応を説明してほしかった、プライバシーを覗いている気がする

37
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mm

161g
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導入の成果

3階 アンケートの結果

①良かった点

ステーションから離れずに確認ができる、

スマホで操作可能、訪室回数の軽減、

カメラで確認・見守りが可能

②悪い点

従来のセンサーを使用している場合と訪室回数に変化はなく負担に感
じる、以前のセンサーと変わらない、誤作動が多い、機器が他室にもほ
しいと感じた
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導入の成果 KPIの結果
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夜勤者 20時～０時 ０時～３時 ３時～７時

固定者 2,521 2,039 2,819

フリー者 2,156 1,216 3,688

看護師 1,225 1,270 3,626

訪室回数 3回 4回 3回

【夜間業務別平均歩数・平均訪室回数】
時間帯

※フリーの業務→清拭洗い・作り、洗濯、ゴミ捨てなどの業務
※固定の業務→記録、利用者のコール対応、申し送りなどの業務

夜勤 20時～0時 ０時～３時 ３時～７時
固定者 2,405 1,713 4,403
フリー者 3,364 1,823 4,698

部屋番号 20時～0時 ０時～３時 ３時～７時
305号室 4回 ２回 ０回

326号室 １回 １回 １回

時間帯

【3階　夜勤業務別平均歩数】

【3階　平均訪室回数】

夜勤 20時～0時 ０時～３時 ３時～７時
固定者 2,618 1,974 5,106
フリー者 3,241 1,850 5,437

時間帯

【夜勤業務別平均歩数】3月実施

部屋番号 20時～0時 ０時～３時 ３時～７時
305号室 1回 0.6回 0.75回
326号室 1.1回 １回 0.87回

【平均訪室回数】

夜勤者 20時～０時 ０時～３時 ３時～７時

固定者 2,186 926 3,915

フリー者 3,377 1,516 5,186

看護師 3,373 879 4,814

訪室回数 3回 2回 1回

【夜間業務別平均歩数・平均訪室回数】3月
時間帯
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導入の成果 KPIの結果

40



©令和6年度福島県ICT導入モデル施設発信事業

手順５ 改善活動を振り返ろう

仮説に対する効果検証

〇見守り機器に期待していた効果

・ステーションまで行かなくても利用者の動きを把握できる

・手元のデバイスで通知を受け取ることができる

・カメラで利用者の状況を把握することで訪室回数を減らすことができる

思うようにいった点

多少なりとも効果を得ることができた

思うようにいかなかった点

事前説明をすることができなかった
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手順６ 実行計画を練りなおそう

見直しを行った点

①誤作動時の対応方法の確認

②見守りライフ対象者の見直し及びカメラの見直し

③マニュアルの見直し

42
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実行計画の練りなおしで大変だった点

43

有償サービス

あり

なし

365日
24時間相談対応

平日 9：00～17：00

土日祝 対応なし

① 誤作動時の対応方法の確認
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実行計画の練りなおしで大変だった点

44

② 見守りライフ対象者の見直し及びカメラの見直し

評価方法がない…

今後は…

評価方法等を事故対策員会とも相
談して行く予定。
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実行計画の練りなおしで大変だった点
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③マニュアルの見直し

実際に出たエラー
表示

マニュアルに追加予定
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まとめ
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モデル事業に取り組んで・・・

◆施設における「様々な課題・問題」を話し合う事はあったが・・・

「他職種間で課題意識を共有し、解決のための行動」
を実践出来た
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モデル事業に取り組んで・・・

◆見守りライフを導入して・・・

無駄な訪室の軽減、転倒リスクが高い利用者の動き出しの察知の他、

行動パターンの把握や介入のタイミングが図れるようになった

今後のケアの質の向上につなげられるのでは？
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モデル事業に取り組んで・・・

＜今後＞

見守り機器＝安全性の確保以外にも用途はある

ケアの質の向上、

利用者様の＜安心＞にもつながっていく事を期待したい
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理事長（施設長）のコメント

令和6年度ICT導入モデル施設発信事業のモデルとして選定して頂き、
人材確保と定着、職員の負担軽減や働きやすい職場環境の実現を
ご支援いただきました。

この度は、見守り介護ロボットの導入と通信環境の整備をすることが
できました。ご支援いただきました関係者の皆様に感謝申し上げます。

今後も導入した介護ロボットを活用し、
業務の効率化を継続し介護サービスの質の向上に努めて参ります。

施設長 佐藤健
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